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Ⅰ．はじめに 

地域を研究する地理学において，土地や場所の特徴

を読み解く方法は大きく２つある。１つは，土地や場

所で興味・関心のある「現象」や「事象」を取りあげ，

その現象の秩序や法則性，あるいはその現象の因果関

係や形成システムなどを通じて土地や場所の特徴を理

解する方法である。これは，地形や気候，あるいは人

口や農業など１つの特定なテーマを切り口にして，そ

れに関する事象や現象を掘り下げて「地（ち）」の「理

（ことわり）」を「学（まな）」ぶものであり，系統地

理学的な方法として知られている。もう１つの方法は，

特定の現象・事象やテーマに興味をもつのでなく，空

間を区画した土地や場所としての「地域」に興味をも

つもので，地域を構成する自然や文化，および社会や

経済などの諸要素を丁寧に記載し，それらの記載を総

合的に検討して地域の性格を読み解くものである。こ

れは，「地（ち）」を「誌（しる）」すことで土地や場所

の性格を明らかにするもので，地域地理学や地誌学の

方法として周知されている。 
このような地誌学の方法は地理学の王道であり，系

統地理学とともに地域を理解するための両輪の１つで

あることは間違いない。さらに，地誌学には大きく 3
つの方法がある。第 1 は，地理的な位置や自然，歴史・

文化，人口，産業・経済，社会などの項目にしたがっ

て，地域の様相を丹念に記録する方法で，静態地誌と

呼ばれるものである。静態地誌は項目にしたがって丹 
 

念に記録するため，地域を網羅的に記載することがで

き，地域を知る資料として，あるいは地域に残すべき

資料として重要な役割を果たしている。しかし，静態

地誌の方法は，総花的であり，個々の項目が並列的に

扱われるため，地域の特徴を見出しにくくし，地域を

構成する諸要素（自然や歴史・文化，および社会や産

業・経済など）の関連性の理解も難しくなっている。 
静態地誌の本質的な欠点を解決するために考案され

たのが，第 2 の方法となる動態地誌である。動態地誌

は，地域において特徴的な現象や事象（あるいは，興

味ある現象や事象）に焦点を当て，その現象・事象に

基づいて地域を構成する諸要素を記載説明するもので

ある。例えば，オーストラリアを動態地誌として扱う

場合，興味ある現象として観光を選択すると，観光資

源としてのオーストラリアの自然やアボリジニ文化，

観光市場としてのオーストラリアの人口分布，オース

トラリアの産業経済における観光産業の位置づけ，そ

して観光による世界各国との結びつきなどが説明され，

それら観光との関わりを通じてオーストラリアの性格

が議論される。このように，動態地誌は特定の現象を

抽出して，それと関連づけて地域の構成要素を体系的

に説明することができるという長所がある。しかし，

動態地誌は地域を構成する要素を網羅的に説明するこ

とができないという短所をもっている。観光地誌学は

「観光」や「ツーリズム」を切り口にして，それらと

関連する要素に焦点を当てて地域を描くものであり，

動態地誌の１つとして考えることができる。 
 地誌の方法として，静態地誌を選ぶのか，動態地誌

を選ぶのかは，どのような地域スケールで，地域の何

を記載するのかにもよる。例えば，州・大陸規模のマ

摘 要 
 観光地誌学を学ぶことで，身近な地域の生活や文化，あるいは世界の異なる生活や文化を総合的に理解で

きるようになる。そして，総合的に地域や世界の様相を理解することは，さまざまな視点に立った見方や考

え方を身につけることにもなる。このように，地域や世界をさまざまな視点から見たり考えたりすることは，

複雑化した現代社会において，地域や世界のさまざまな課題を解決するための方法を見出すことに役立つ。

現代社会においては，「Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）」として国際社会共通の目標が

17 ある。それら１つ１つの目標に関する課題の発見と解決に観光地誌学の見方・考え方は間違いなく役立つ。 
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